
寒河江を感じる「みち」を行き交い、交流と活気ある学びを育む校舎へ
寒河江の自然とともに育まれてきた約150年の学びを受け継ぎ、三つの「みち」が交流と学びを生む校舎をかたちづくります。寒河江の自 ます。
寒河江を感じる「みち」を行き交い、交流と活気ある学びを育む校舎へ

寒河江の自然とともに育まれてきた約150年の学びを受け継ぎ、三つの「みち」が交流と学びを生む校舎をかたちづくります。

春の入学から冬の卒業まで、季節とともに流れる3年間の中で3つの“みち”が
多様な出会いと経験を育み、生徒が自らの歩みで未来へ踏み出すための建築空間を創出します。

寒河江の環境や地域とつながる
校舎全体を貫く学びが連なる
生徒が性格の異なる学びの場を選び取る

学びのみち
選択のみち

環境のみち
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建設工事(30ヵ月)



３．配置計画３．配置計画
■校舎とアリーナを別棟とし、コンパクトかつ効率的な校舎配置とします。
■普通教室の採光に配慮し、グラウンドを敷地南側に配置、アリーナ棟を北側に配置します。
■スクールバス、⼀般⾞両、サービス⾞両は県道からのアプローチを想定し、バスロータリー及び駐⾞場は敷地北東側へ集約配置します。駐⾞場を集約配置することで歩⾞分離を徹底します。
■給⾷等のサービス機能はアリーナ棟1階⻄側へ配置し、駐⾞場からの搬⼊動線に配慮します。

校舎棟の中央を横断する普通教室と特別教室の間は「学びのみち」として位置付け、学習や相談、異学年交流、
教科への関⼼を⾼めるなど様々な⽬的に使われる空間とします。

校舎全景⿃瞰

校舎棟

アリーナ棟

駐⾞場

駐輪場

校庭

■校舎棟ゾーニングの考え⽅

寒河江市の⽥園⾵景や地層の記憶に呼応した⽔平ラインの外壁を形成し、地域に溶け込む佇まいとします。寒河江市の⽥園⾵景や地層の記憶に呼応した⽔平ラインの外壁を形成し、地域に溶け込む佇まいとします。
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学校出入口

地域開放出入口

車両出入口

給食搬入口

EV

４．平⾯計画４．平⾯計画
■普通教室の向かいには特別教室を配置し、動線をコンパクトにしながら多⽤な活動が可能な空間とします。
■校舎中央部に昇降⼝・ラーニングセンターを配置し、普通教室ゾーンと特別⽀援教室エリアを緩やかにつなぎます。
■昇降⼝・ラーニングセンターは動線・活動の起点として機能します。
■アリーナ棟は地域開放エリア・災害時の避難施設としての利⽤を考慮し、明快なゾーニングとするため別棟とします。

メインアリーナ校舎内⼤階段 ラーニングセンター

⾃然光を取り込んだ明るいアリーナとします。⾃然光を取り込んだ明るいアリーナとします。寒河江の⼭並みを⾒渡せる明るい図書・学習空間とします寒河江の⼭並みを⾒渡せる明るい図書・学習空間とします「学びのみち」の⼤階段は、授業や発表等を⾏うことができ、職員・⽣徒の活
動を促す象徴的な空間とします。
「学びのみち」の⼤階段は、授業や発表等を⾏うことができ、職員・⽣徒の活
動を促す象徴的な空間とします。

ｱﾘｰﾅ棟

校舎棟

ｱﾘｰﾅ棟

校舎棟

校舎棟
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基本設計図



０１ 配置図 Scale=1/1,000



０２ 1階平⾯図 Scale=1/400



０３ 2階平⾯図 Scale=1/400



０4 3階平⾯図 Scale=1/400



０５ ⽴⾯図-1 Scale=1/400



０６ ⽴⾯図-2 Scale=1/400



０７ 断⾯図 Scale=1/300


